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老後資産形成と高齢期資産管理の課題



年金ダッシュボード（pensions dashboard）とは
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公的年金・私的年金など自身のあらゆる年金情報を

一元的に把握できるオンライン・プラットフォーム

英国では現在その導入に向けて官民挙げて開発中

日本でも政策議論の場で年金ダッシュボードの必要性

が言及されつつある



英国の年金ダッシュボードの画面イメージ
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（出所）Pensions Dashboards Prototype Project （2017）p.16を基に筆者簡訳



年金ダッシュボード導入の課題
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 カバレッジ（適用する年金制度の範囲）

データ規格

 セキュリティ・個人情報保護

開発主体・ガバナンス

開発・運営コストの負担

言うは易し、行うは難し



老後所得の「見える化」のあり方
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 カバーすべきは「年金」だけで良いのか

任意性・拡張性の確保

既存の年金情報提供ツールとの連携

老後資金準備を促すための機能の搭載

 ICT・DXへの対応



カバーすべきは「年金」だけで良いのか①
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カバーすべきは「年金」だけで良いのか②
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収入・支出を踏まえた老後生活設計（イメージ）

（出所） 第一生命「未来設計ボード」の画面より一部抜粋



WPPモデルの可視化①
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WPPモデルの可視化②

8

 いわゆる「老後2,000万円」の構図
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（注1）収入は公的年金のみで月20万円、支出は月25万円と仮定。
（注2）期初に2,100万円の資産を保有しているものと仮定。



WPPモデルの可視化③
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 就労延長と70歳繰下げ受給により、65歳で準備すべき額は600万円に減少

（注1）収入は就労（65～69歳まで月15万円）および公的年金（70歳以降月28.4万円）、支出は月25万円と仮定。
（注2）期初に600万円の資産を保有しているものと仮定。また、利回りは年0％と仮定。
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WPPモデルの可視化④
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 マクロ経済スライドが発動されても、資産の枯渇は避けられる

（注1）収入は就労（65～69歳まで月25万円）および公的年金（70歳以降月28.4万円から徐々に減少）、支出は月25万円と仮定。
（注2）公的年金の減少率は、2019年財政検証における既裁定者（1954年生まれ）の年金額の見通し（人口前提：出生中位・死亡中位、

経済前提：ケースⅤ）に基づく変化率を使用。
（注3）期初に資産は保有していないものと仮定。また、利回りは年0％と仮定。
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【本日のまとめ】
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年金ダッシュボードの活用は長期にわたる

現役期： 老後生活に必要となる金額の「可視化」

引退期： 家計収支の「可視化」

WPPモデルのように就労と公私年金を組み合わせた

老後生活設計を行うためには、年金だけでなく老後の

あらゆる収入・支出の「可視化」が必要

「見える化」はゴールではなくスタート




